
No.3

堆肥の活用と施肥方法の改善による麦類の品質・
収量の向上

計画期間：令和5年度～令和7年度

対象：涌谷町麦類生産者 １４経営体



課題の背景
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涌谷町は県内有数の麦産地

令和5年産面積：オオムギ １８ha、コムギ １２８ha

コムギは全量が「夏黄金」 、従来の「ゆきちから」よりパン用に適し需要が高い品種として、

令和元年産より作付切り替え。

生産者：14経営体（個人３、法人８、営農組合等３）

麦生産者は多くが大豆との2毛作

麦→大豆連作や

米→麦→大豆 ローテーションが多い。



課題の背景２
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熱心な生産者が多いが、ここ数年に低収年も。

平均単収（/10a)

令和4年産 涌谷町：261㎏ - JA新みやぎみどりの管内：352kg

令和3年産 涌谷町：340㎏ - JA新みやぎみどりの管内：352kg



低収の要因予想
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 地力の低下？

麦ー大豆や米ー麦ー大豆のローテーション作型では、常に作物が育っている状態

収穫から翌播種までが短く、地力増進のための堆肥散布などがあまりできていない。

 弱小穂の発生？

夏黄金は既存品種（シラネコムギなど）より弱小穂の発生が多い。

※弱小穂～子実がしっかり詰まっていない「遅れ穂」（右図）



活動事項
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 地力の低下→①堆肥の有効活用支援

●涌谷町では、堆肥のストックヤードを3か所建設中、令和6年4月から稼働予定。

●年間2,000～3,000ｔの堆肥が町内の畜産農家から

運び込まれる予定

→麦作での効果的な使い方を模索。

 弱小穂の発生→②麦類の品質・収量の向上支援

●夏黄金ではシラネコムギのような減数分裂期＋穂揃期追肥一括追肥が適していない？

→穂揃期に葉面散布してはどうか。



成果指標
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 町内での耕畜連携が進み,堆肥の有効活用が図られる。

 土づくりの重要性に対する理解が進み，堆肥散布実施者が増加する。

 効果的な施肥方法に対する理解が進み，取組者が増加する。

定性的目標

 堆肥散布実施者数

●令和４年度 0経営体 →５年度 1経営体 →６年度 3経営体 →７年度 6経営体

定量的目標



これまでの活動～①堆肥の有効活用支援
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■土壌分析＆堆肥の成分分析

●土壌の実態を把握

●適正な堆肥投入量の算出

■堆肥の使用方法について研修

●利用促進に向けた基礎知識の伝達



これまでの活動～①堆肥の有効活用支援

8

 麦作と大豆作の間に堆肥散布が難しい

→麦作中に散布できないか。

プレ試験を実施し、８００kg/10aを散布。

→堆肥成分からはやや量が少なかったと思われ、

今のところ差が判然としない。

●継続することで地力、麦作への影響を調査。

（大豆作も）



これまでの活動～②麦類の品質・収量の向上支援
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 穂揃期葉面散布試験

●千粒重・容積重などの品質は向上したが

弱小穂はむしろ増加した。

（試験ほのうち1か所では、対照ほに比べ千粒重が0.9g、

容積重が約12g向上した一方、弱小穂は10.5％増加）

→施肥方法や施肥量を今後も検討。

 現地検討会

●通常の追肥や刈取適期など、ほ場管理について指導。



年度後半に向けて
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堆肥の活用支援

堆肥散布試験（次作試験設計、打合せ、調査）

試験から得られた知見のフィードバック

生産者アンケート

麦類の品質
・収量の向上支援

葉面散布の有効性検証

夏黄金に最適な土壌改良・施肥方法・施肥量の検討

キーワード 3 キーワードの説明文



御清聴ありがとうございました。


